
資料２－２ 

「改定重要湿地」の選定状況（３月４日時点） 

１．用語の対応 

 収集・整理した情報を参考に、担当検討委員が現行重要湿地を「再選定」と「再選定見

送り」のいずれかに分けた。また、推薦湿地を「追加」と「選定見送り」のいずれかに分

けた。 

 

検討会 現行重要湿地 推薦湿地 

第２回 再選定 再選定困難な湿地 情報不足 新たな選定候補地 検討中 

第３回 再選定 再選定見送り － 追加 選定見送り 

※生物分類群毎での判定 

２．「改定重要湿地」の選定状況 

（１）再選定 

 別紙１に示すとおり、生物分類群毎で集計すると、951湿地／961湿地（３月４日時点）  

なお、状況がよくない湿地であっても回復の見込みがある場合は、再選定とした。 

（出典：第２回検討会「資料２－２」） 

（２）再選定見送り 

 生物分類群毎で集計すると、10湿地／961湿地（３月４日時点）  

 

再選定見送りになった場合の「改定重要湿地」(案)での扱い 

Ø 他の生物分類群でも選定されている湿地であって、他の生物分類群で再選定の判定となった場合 

⇒ 「改定重要湿地」に残る 

Ø 他の生物分類群で選定されていない湿地が、再選定見送り判定となった場合 

⇒ 「改定重要湿地」から外れる 

⇒「改定重要湿地」から外れるのは、湿地単位で集計すると、２湿地/500湿地（３月４日

時点）  

 

（３）追加 

 別紙２に示すとおり、生物分類群毎で集計すると、294湿地（３月４日時点）  

このうち、「生物分類群の追加」と「範囲の拡大」を除き、湿地単位で集計すると「新規」

は185湿地。 

以上 


